


国际人才·科技创造协会是日本法务省批准注册的一般社团法人，致力于日本语教育及其在全世界的推广。

国际人才·科技创造协会的关联企业蔚蓝集团的教育业板块，发轫于日本，最早面向留学生进行升学指导，进而

开办进学塾和日本语学校。2003 年在北京开始开展留学日语培训，2010 年开始在中国推广高考日语教育，构建

“中外结合、线上线下、双师双强”的教育实践平台，现在全国 20 多个省区的 200 多所高中建立教育基地，践行

“学习高考日语，改变人生命运”的使命，整合国内外教育资源，设计了合理的升学路径，提供高考外语 - 海外升

学考试定向教育服务。一方面，帮助许多英语成绩相对薄弱的同学实现了考上国内理想大学的梦想；另一方面，

积极对接国外各种教育资源，帮助许多同学走向世界，接受国际教育，突破走国内高考独木桥的局限，开创了“上

不了国内大学、上国外大学”的局面，最终实现接受高等教育的理想。

国際人材・科技創造協会とは、日本法務省に認可された一般社団法人で、日本語教育およびその世界での普及に

尽力しています。国際人材・科技創造協会の関連企業である蔚藍集団の教育部門は、日本を拠点に、最初は留学生

向けの進学指導を提供し、後に進学予備校と日本語学校を設立しました。2003 年には北京で留学生向けの日本語教

育を開始し、2010 年から中国で高校生向けの日本語教育を推進し、" 国内外統合、オンラインとオフライン、ダブルテ

ィーチャー " の教育実践プラットフォームを構築しました。現在、中国全国 20 以上の省や自治区で 200 以上の高校が

教育拠点を設立し、「大学進学日本語を学び、人生の運命を変える」という使命を実践し、国内外の教育リソースを統合

し、適切な進学パスを設計し、大学進学外語試験向けの教育サービスを提供しています。一方で、英語の成績が比較

的弱い多くの学生は中国の理想的な大学に合格する夢を実現しています。また、各国のさまざまな教育リソースと積極

的に連携し、多くの学生が世界へ進学し、中国の高考に制約されない「中国国内大学に進学できない場合、国外の大

学に進学する」局面を築き、最終的に理想の高等教育を受けることを実現しています。

东京办公室 北京办公室 济南办公室

日语教育事业
日本語教育事業
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「グローバル言語文化学習センター」（Global Language Culture Studying Centre、略して G-center）は、国際人材・

科技創造協会と世界中の文化教育機関との協力により、中国の学校に設立された、世界中の言語と文化を学び、体験

し、交流し、相互学習するための実体です。このセンターは、質の高い教育の大きな動きに沿っており、国際化の教育

トレンドに適応し、学生が世界中の言語と多様な文化に触れ、学び、交流し、国際的な視野を持ち、21 世紀のグローバ

ルな挑戦に対応できる人材を育成することを目的としています。

“全球语言文化学习中心”（Global Language Culture Studying Centre, 简称为 G-center），是由国际人才·科

技创造协会协同世界各国的文化教育机构、在中国的大中院校建设的世界各国语言文化体验学习交流互鉴的实

体，旨在顺乎素质教育的大潮，适应教育国际化的大趋势，促进学生接触、体验、学习、互鉴全球各国语言和

多元文化，培养具有国际视野、能够接受 21 世纪全球化挑战的人才。
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开办全球语言文化学习中心 (G-center)
グローバル言語文化学習センター（G-center）の開設



高考外语（日语、俄语等小语种）教育
高考外国語（日本語、ロシア語などの少数言語）教育

国际人才·科技创造协会与中国日语教学研究会、人民教育出版社及高校的日语教育专家有着深入的交流和

合作，建立了教学教研团队，在教学计划制定、课程设计、教学质量控制、教学效果保障方面具有比较丰富的

经验，持续探索小语种线上线下结合的教育模式，构建“中外结合、线上线下、双师双强”的教育实践平台，践行

“学习高考外语，改变人生命运”的使命，帮助许多英语成绩相对薄弱的同学实现了考上理想大学的梦想，改变了

人生命运。

国際人材・科技創造協会は、中国日本語教育研究会、人民教育出版社、および大学の日本語教育専門家と深い交

流と協力関係を築いており、教育および研究のチームを構築しています。教育プログラムの策定、カリキュラムの設計、

教育品質の管理、教育効果の保証において豊富な経験を持っています。さらに、オンラインとオフラインの組み合わせ

を探求し、" 国内外統合、オンラインとオフライン、ダブルティーチャー " の教育実践プラットフォームを構築しています。

これは、「大学進学外国語を学び、人生を変える」という使命を実践し、英語の成績が比較的弱い多くの学生が理想の

大学に合格し、人生を変えるお手伝いをしています。
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国际人才·科技创造协会在大中院校开办留学预科班，提供留学服务和国外的生活、升学和就业指导，根据

国外院校课程需求，积极提供资讯、资料、教材和师资支持，整合国内外教育资源，提供国内学习日语 + 赴日

强化日语 + 专业学习 + 在日就职的一条龙服务，实现学生接受国际教育梦想。

国際人材・科技創造協会は、学校で留学予備コースを提供し、留学サービス、海外での生活、進学、および就職に

関するアドバイスを提供しています。海外の大学のカリキュラム要件に基づいて情報、資料、教材、教員のサポートを積

極的に提供し、国内外の教育リソースを統合して、学生が日本での学習から日本でのキャリア形成までをサポートし、国

際教育への道を実現しています。

开办留学预科班
留学予備コースの提供
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举办比赛
コンテストの主催

2023 年度中国全国高中生日语演讲大赛

2023 年度中国全国高校生日本語スピーチコンテスト

由日本国际人才·科技创造协会日本语国际教育研究院主办、

《人民中国》杂志、一般社团法人日本国际教育机构评议会、

日中青少年文教协会协办、第六时限网承办的 2023 年度“全国

高中生日语演讲比赛”于 2023 年 1 月 16 号至 2 月 6 日举行。

2019 年中国全国高中生日语演讲大赛，107 位演讲者累积

获得 330432 张网络投票，来自山东、河北、陕西、贵州、四川、

广东等多省份的网络评委们参与活动，日本的日本语教育机构

参与了指导和赞助，很多常年从事日本语教育和研究的中日学

者、教育家，对活动表达了关注与支持。“全国高中生日语演讲

比赛”把高考日语学习从“小众”推向“大众”，从“国内”推向“国外”。

2023 年度中国全国高中生日语演讲大赛，在更多中日教育界、文化界及社会人士的关注下，来自 14 个省份

71 所学校的 251 名日语学习者踊跃参赛，大显身手，促进了中国高考日语的发展和中日日语教育的交流。

「国際人材・科技創造協会日本語国際教育研究院」が主催し、「人民中国」雑誌、一般社団法人日本国際教育機関

審議会、日中青少年文教協会が共同協賛し、第六時限サイトが運営する「全国高校生日本語スピーチコンテスト」は開

催されました。

2019 年には中国全国高校生日本語スピーチコンテストが行われ、107 人のスピーカーが合計 330,432 件のオンライ

ン投票を受け、山東、河北、陝西、貴州、四川、広東などの多くの省からのオンライン審査員が参加し、日本の日本語

教育機関が指導と協賛に参加し、中日の学者や教育者がイベントに注目とサポートを提供しました。この「全国高校生

日本語スピーチコンテスト」は、高校の日本語学習を「マイノリティ」から「マジョリティ」へ、また「中国国内」から「中国海外」

へ向けたものでした。

2023 年の中国全国高校生日本語スピーチコンテストでは、2023 年 1 月 16 日から 2 月 6 日まで行いました。中日の

教育界、文化界、そして社会人から多くの注目を浴び、14 の省の 71 の学校から 251 人の日本語学習者が熱心に参加し、

スキルを披露し、中国の高校生の日本語学習の発展と中日の日本語教育の交流を促進しました。
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2023 年度中国全国大学生高中日语教学微课大赛

2023 年度中国全国大学生高中日本語教育マイクロレッスンコンテスト
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由由国际人才·科技创造协会日本语国际教育研究院和蔚蓝

第六时限在线教育网主办发起的中国全国大学生高中日语教学

微课大赛，于 2023 年 9 月 15 日至 11 月 5 日举行。大赛一方面

促进日语学习者的学习和应用热情，一方面促进高中日语教学

水平，助力高中日语教学人才的培养。国际人才·科技创造协会

希望全国各地的大学日语专业学生与在校高考日语教师都能踊

跃参加这一届微课比赛，呈现自己的学习成果，抓住助力自我

发展的机会，也希望得到中日日语教育界及关心中国日语教育

的各界人士的大力支持，共同努力，促进中国高中日语教育的

发展。

参赛对象包括日语专业或以日语为第一外语的大学在读学

生，包含专科、本科、硕士、博士在读生，以及毕业 5 年之内

的在校高考日语教师。

比赛围绕“高考日语主要语法点”结合 PPT 课件或板书展开知识点讲解，知识点自选，内容原创。参赛者进入第

六时限微课大赛专题页面，在参赛组中任选一道教学题参赛。

大赛正在如火如荼地进行中，选手们踊跃参赛，期待大赛取得圆满成功。



7

中国全国大学生高中日本語教育マイクロレッスンコンテストは、国際人材・科技創造協会日本語国際教育研究院と

蔚藍第六時限サイトが主催し、2023 年 9 月 15 日から 11 月 5 日まで開催されています。このコンテストは、一方で日本

語学習者の学習と応用意欲を促進し、一方で高校の日本語教育の水準を向上させ、高校の日本語教育者の育成をサ

ポートすることを目的としています。国際人材・科技創造協会は、中国全国各地の大学の日本語専攻学生と高校の高

考日本語教師が積極的にこのマイクロレッスンコンテストに参加し、自分の学習成果を披露し、自己成長の機会を捉え

ることを望んでいます。また、中日の日本語教育界と中国の日本語教育に関心を寄せる人々からの力強いサポートを得

て、共に中国の高中の日本語教育の発展を促進したいと考えています。

コンテストへの参加対象は、日本語専攻学生または第一外国語として日本語を学んでいる大学在学生、専門学校生、

大学院生、博士課程学生、および卒業後 5 年以内の高校の高考日本語教師を含みます。

コンテストは「高考日本語の主要な文法ポイント」をテーマにし、PPT プレゼンテーションまたはボードを使用して知識

を説明する形式です。知識ポイントは自由に選択でき、コンテンツはオリジナルである必要があります。参加者は第六時

限マイクロレッスンコンテスト専用ページにアクセスし、参加組から一つの教育課題を自由に選び、競技に参加します。

コンテストは熱心に進行中で、多くの選手が積極的に参加しています。大会の圓満な成功を期待しています。

组织日本研学
日本研修旅行の組織

国际人才·科技创造协会组织学生参加赴日研学，参观院校、设施，了解教学情况，参加短期语言课程，进

行学生交流、文化体验、名胜观光等研学活动，不仅可以直接提升外语水平，更可以提升文化视野，广泛影响

学生的后续学业成长。



国外院校考察
国内外院校考察

协助中国学校与海外院校建立友好学校合作关系，推动学校领导、教师赴海外院校进行考察、学术交流活动，

包括教育管理考察、专业教学考察、短期  研修、访问学者、攻读学位等。

中国の学校と海外の大学との友好校協力関係の構築を支援し、学校のリーダーや教師が海外の大学を訪れて視察、

学術交流活動を促進します。これには教育管理の視察、専門教育の視察、短期研修、訪問学者、学位取得などが含ま

れます。
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国際人材・科技創造協会は、学生が日本への研修旅行に参加する機会を提供し、大学や施設を訪問し、教育状況

を理解し、短期間の言語コースに参加し、学生交流、文化体験、名所観光などの研修活動を行います。これにより、外

国語スキルの向上だけでなく、文化的視野の拡大も実現し、学生の将来の学業成長に幅広い影響を与えます。



『中国の日本語教育』、『大坪班の前世今生』、『中国の韓国語教育』の出版

出版《中国的日本语教育》、《大坪班的前生今世》、

《中国的韩语教育》

出版《中国的日本语教育》、《大坪班的前生今世》、《中国的韩语教育》。

发行的《中国的日语教育》专刊，对中国的日语教育进行全景式描述，展示了日本语教育在中国的全像，推

动了中国日本语教育事业的发展，加强了中日在日语教学研究领域的交流。

出版的《大平班的前世今生》专刊，抢救性发掘“大平班”历史题材及人物人脉，对倡导传承“大平班”及“大平班”

人合作、创新、专注、严谨、奉献的精神做出了贡献。

出版的《中国的韩国语教育》专刊，采访了国内韩国语教育领域的代表性人物，通过与他们的对话，展现了

中国的韩国语教育的历史脉络、当下风貌和未来路向。

「中国の日本語教育」、「大平班の前世今生」、「中国の韓国語教育」を発行しました。

「中国的日本語教育」専門号は、中国の日本語教育について包括的に説明し、中国における日本語教育の全体像

を示し、中国の日本語教育分野の発展を推進し、中日間の日本語教育研究分野での交流を強化しました。

「大坪班的前生今世」専門号は、「大坪班」の歴史的なテーマや人脈を救助的に掘り起こし、大坪班の精神を継承し、

大坪班の人々が協力、創造、専念、厳格、奉仕の精神を実践するのに貢献しました。

「中国的韓国語教育」専門号は、国内の韓国語教育分野の代表的な人物との対話を通じて、中国の韓国語教育の歴史、

現在の状況、将来の方向を紹介しました。
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举办日本语教育研讨会
国内外院校考察

2020 年 8 月 9 日，协会主办的高考日语教学研讨会在山东省泰安市举行。优秀学生代表、家长、各合作学

校领导老师及日语教学专家等到场参加了本次大会。高考日语专家就新课标的要求、新教材的变化、未来高考日

语考察方向等展开讨论，分析了高考日语试题难度系数的提升、高考日语考试的变化及特点及其对高考日语教学

的影响，提出了基于高考变化进行优化教学、精准备考的方案。

2020 年 8 月 9 日、国際人材・科技創造協会主催の高校の日本語教育研究会が中国・山東省泰安市で開催されました。

この会議には優秀な学生代表、保護者、提携学校の教育者、日本語教育の専門家などが出席しました。高校の日本語

教育専門家は、新しい教育標準の要件、新しい教材の変更、将来の高校の日本語試験の方向について議論し、高校

の日本語試験の難易度の上昇、試験の変更と特徴、および高校の日本語教育に与える影響について分析し、高校の

変更に基づいて教育を最適化し、的確に備えるための提案を行いました。
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